
　組合員の皆様ならびにＯＡＴＡ連絡
協議会、関係諸機関、各種団体の皆様
に謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。
　日ごろより私ども、協同組合大阪府
旅行業協会（ＯＡＴＡ）に対し一方な
らぬご支援、ご協力を賜わっておりま
すことに厚くお礼申し上げます。
　私たち業界を取り巻く環境はまだま
だ厳しい状況が続いております。一時
は、アベノミクス政策に多少の期待を
し、一日も早い実感できる景気回復を
願っておりましたが、残念ながら期待
外れのようであります。
　昨年、景気回復局面が高度成長期の
「いざなぎ景気」を超え、戦後２番目

の長さとなったことが政府内閣府より
発表されました。一部の富裕層や投資
家そして大企業のみが潤うだけで、中
小企業や多くの国民には好況感を肌で
感じることができていないのが実情で
あります。厳しい状況は当面改善され
ないものとして組織の維持、発展のた
め全力で取り組んでまいります。
　ＯＡＴＡは設立以来、たゆまぬ努力
を続け、今日では内外ともに絶大なる
信用と信頼を得るに至りました。蓄積
された組合員全員参加型の組織運営や
常に先を行く事業のノウハウを他の事
業団体へ提供するとともに、ＯＡＴＡ
も吸収すべきものは吸収しともに発展
する道を少しずつ歩み始めました。

　近年ＯＡＴＡの活性化に欠かせない
新規会員の獲得に向け組織をあげて取
り組んでまいりました。結果、昨年は
想定以上の６社の新規会員を得ること
ができました。今後とも継続して取り
組み、組織の強化を図ってまいります。
　また、本年度もＯＡＴＡの看板事業
あります、日本三大祭の一つ「天神祭
船渡御」の 300 人乗り御金幣船一艘
貸切による乗船券販売事業をＯＡＴＡ
の知名度の向上と組合員の結束力を示
すべく実施に向けて準備を進めてまい
ります。ＯＡＴＡ連絡協議会会員の皆
様には来阪いただき是非一度は「天神
祭船渡御」を体験し、その感動を味わ
っていただきたいものであります。本
年も厳しいスタートではありますが、
ＯＡＴＡ連絡協議会とはより連携を密
にし、今まで以上、会員相互の発展に
向け諸事業を進めてまいります。
　終りに、皆様方にとって良い年であ
りますよう祈念するとともに引き続き
ＯＡＴＡに対するご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げ、年頭の挨
拶とさせていただきます。
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組織の強化を継続
協同組合 大阪府旅行業協会
理事長  徳原  昌株

新年号の紙面

◆ 6千万人以上の来場者を記録した
1970 年の大阪万博。旅行産業にとっ
てもエポックメーキングな出来事とし
て歴史に刻まれています。
◆あれから半世紀。大阪では 2025 年
の国際博覧会（万博）を誘致しており、
ＯＡＴＡも公式誘致サポーターとし
て、大阪・関西から世界へ発信する「い
のち輝く未来社会のデザイン」を後押
ししてまいります。
◆今年 3月 19 日には、ＥＸＰＯ’ 70
のシンボル「太陽の塔」の内部公開も
始まります。大阪と万博、今年は再び
盛り上がりそうです。（写真提供：大
阪府日本万国博覧会記念公園事務所）

▎各氏 年頭所感

▎支部活動　報告

▎クーポン新規協定契約先

▎連絡協議会コーナー
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あの“ＥＸＰＯ’70”から半世紀
ＯＡＴＡは万博誘致サポーター
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　新年明けましておめでとうございま
す。平成 30 年の新春を健やかに迎え
るにあたり、ＯＡＴＡ組合員の皆様並
びにＯＡＴＡ連絡協議会会員の皆様に
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　旧年中は一般社団法人全国旅行業協
会大阪府支部の法定事業並びに一般社
団法人全旅協大阪府旅行業協会の事業
にご理解とご協力を賜り心から深謝い
たしますとともに、本年も引続きご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げま
す。
　さて、昨年は役員改選があり、支部
長及び会長にご推挙いただき新年を迎

え、心新たに身の引き締まる思いでご
ざいます。昨年の大きな事業といたし
ましては 3 月 3 日に石川県金沢市に
おいて「第 12 回国内観光活性化フォ
ーラム in いしかわ」が盛大に開催さ
れ、ＯＡＴＡのご協力を頂き大阪府支
部も 2 日間の日程で 41 名にご参加い
ただきました。
　このフォーラムにおいて前回の経営
推進事業の一環として決定された明治
維新鹿児島送客キャンペーンで大阪府
支部会員の株式会社ビーウェーブ様が
最優秀会員で表彰されたことは喜ばし
い限りでございます。

　また、観光にとっての大敵である台
風や、大雨での災害も続きましたが、
観光業界全体がインバウンドの伸び
もあり、好調な流れが顕著に現れた 1
年かと思います。
　一方、東アジア特に北朝鮮では緊迫
が続き世界各地ではテロが起こり不安
の波が押し寄せている感が否めません
が、東京ではオリンピック、パラリン
ピックを控え、大阪では、ワールドカ
ップラクビー、世界マスターズゲーム、
大阪万博誘致と観光起爆剤が満載でご
ざいます。
　そんな中本年 1 月 4 日から施行さ
れた改正旅行業法は、規制緩和と規制
強化のバランスのとれた法律改正であ
ると我々零細業者は認識する必要があ

ると思います。
　平成 30 年は、節目の年にしたいも
のです。状況の変動に注視しながら、
観光業界にとっては、結束力、持久力、
実行力で新年をスタートし、柔軟な法
定業務の執行はもちろんのこと、特色
ある地域資源を活用した魅力ある観光
を創出し観光産業に寄与できるように
心がけて、ＯＡＴＡ組合員様並びにＯ
ＡＴＡ連絡協議会会員様ともども三位
一体の年になるよう、がんばりたいと
思います。
　2 月 14 日には、「第 13 回国内観光
活性化フォーラム in こうち」を高知
市で開催いたしますので、皆様のご参
加をお待ちしております。
　結びにあたりまして、皆様のご健勝
とご多幸を心からお祈り申し上げ、年
頭のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
本年が実り多き年になりますよう心よ
りお祈り申し上げます。
　さて、当協会は昨年 10 月に本部事
務所を港区赤坂に移転し業務を開始し
ました。観光立国を目指して観光の発
展を担う観光産業の一翼として、協会
活動の活性化と旅行業の発展のために

取り組んでまいる所存であります。
　新たな年を迎えるに当たり、当協会
は、本年２月 14 日に高知県高知市に
おいて「第 13 回国内観光活性化フォ
ーラム in こうち」を開催いたします。
フォーラムを成功させ、地域の観光資
源を生かした国内旅行の活性化につな
げていきたいと考えております。

　国内観光では、「観光復興支援キャ
ンペーン」を展開するとともに、観光
庁、都道府県などの行政当局、旅行・
観光関係諸団体とも協力・連携して、
全会員が一体となって国内旅行の需要
喚起を通じた国内観光の振興に努めて
まいります。
　国際観光では、観光はのこぎりを引
くように私たち観光業界が先頭に立っ
て、さまざまな国・地域との双方向の
交流を繰り返して、奮起して取り組む
ことが何よりも重要であります。

　また、本年１月４日から施行された
改正旅行業法による、旅行取引の適正
化、旅行の安全確保と旅行者の利便の
増進に万全を期してまいります。
　観光が明るくなれば、世の中は必ず
明るくなります。今こそこれまで培っ
てきた長年の経験と英知を結集して力
を発揮して、明るい未来の実現と観光
産業の発展のために頑張ろうではあり
ませんか。
　年の始めに当たり、所感の一端を申
し述べました。平成 30 年の皆様のご
繁栄とご多幸を祈念し、年頭のご挨拶
といたします。

　新年あけましておめでとうございま
す。
　私はこれまで、「成長と安全・安心
のよき循環」により、府民の皆様が生
活のなかで豊かさを実感できる大阪の
実現に取組んできました。その結果、
来阪外国人旅行者数は大幅に増加し、
雇用状況も改善するなど、大阪経済は
ゆるやかな回復傾向を示しています。
　今年は、これまで積み上げてきた成
果を土台に、府民の皆様や市町村、経
済界とともに、さらなる成長の芽を大
きく育てていく一年としたいと考えて
います。
　自らの有するポテンシャルを見定
め、さらに磨きをかけていくことで、

「副首都・大阪」をめざし、東西二極
の一極として日本の成長をけん引し、
誰もが安全・安心に暮らせるまちにし
ていきます。
　これを支える制度面の取組みが、新
たな大都市制度の実現です。住民の皆

様のご意見を踏まえ、議会と丁寧に議
論を重ね、今年秋に住民投票を実施し
たいと考えています。
　 成 長 の 大 き な イ ン パ ク ト と な る
2025 年の国際博覧会のテーマは「い
のち輝く未来社会のデザイン」です。
子どもからお年寄りまで、だれもが生
き生きと暮らせる健康で豊かな社会。
そのような社会を大阪・関西から実現
し、世界に広めていく。それが、私た
ちがめざす 2025 年の万博の姿です。
　世界から様々な「知」を集め、発信
することにより、府民はもちろん、世
界の人々を笑顔にしたいと考えていま
す。
　今年秋には、いよいよ開催地が決定
されます。フランス、ロシア、アゼル
バイジャン。いずれも強敵ですが、皆
様と心を一つに、オールジャパンで誘
致を勝ち取りたいと思います。応援よ
ろしくお願いします。
　あわせて、好調なインバウンドをさ

らに加速するのが、統合型リゾート（Ｉ
Ｒ）です。今後、ＩＲ実施法案の成立
を見据え、他の自治体に先駆け、大阪
の目指すＩＲの姿を示します。ギャン
ブル等依存症などの懸念事項への対策
も、着実に実行していきます。
　こうした取組みを通じ、エンターテ
イメントや MICE 機能を備え、ビジネ
ス客からファミリー層まで安心して楽
しめる、「世界最高水準の成長型ＩＲ」
を核とした国際観光拠点を、大阪・夢
洲で実現させたいと考えています。
　成長の基盤となる都市インフラの充
実にも力を注ぎます。
　魅力あふれる都市空間の創造に向
け、大阪の顔となる「うめきた２期」
の整備を進めるとともに、関空アクセ
スを強化するため、長年懸案だった「な
にわ筋線」をはじめ、リニア新幹線や
北陸新幹線など、広域鉄道ネットワー
クの整備も着実に進めます。
　万博の掲げる「いのち輝く未来、だ
れもが活躍できる社会」をめざし、大
阪・関西の強みであるライフサイエン
ス関連産業・研究機関の集積を生かし
たイノベーションの創出に取組むとと

もに、健康寿命の延伸や子育て環境の
整備、多様な人材育成を進めます。
　今年の春には、重粒子線がん治療施
設が開設します。近接する大阪国際が
んセンターと連携し、豊かな暮らしの
基礎となる質の高い医療を提供しま
す。また、市町村と連携しながら保育
所等の待機児童の解消や、子どもの貧
困対策など、子育て環境の整備に全力
で取り組みます。
　次の時代の大阪を担う子どもたちの
教育については、学力・体力の向上や、
英語教育の充実、課題を抱えた児童・
生徒の支援など、さらなる教育力の向
上に努めます。
　一人ひとりが活躍できる社会の基盤
となるのが、災害対策です。
　自然災害から府民の皆様の暮らしを
守るため、「人命を守る」ことを最優
先に、南海トラフ巨大地震への備えや
豪雨対策など、様々な危機事象に確実・
迅速に対応できるよう、着実に対策を
進めます
　今年も府庁が一丸となり、府民の皆
様のための施策を力強く推進していき
ます。一層のご理解、ご協力をお願い
いたしますとともに、本年が皆様にと
って実りある素晴らしい年となります
ようお祈りします。

年頭のごあいさつ

一般社団法人 全国旅行業協会 大阪府支部　支部長
一般社団法人 全旅協大阪府旅行業協会　会長
  吉村    実氏

大阪府知事

松井　一郎氏

国内観光の活性化と旅行業法改正への対応

観光産業発展へ三位一体の年に

成長の芽を大きく育てる年に

一般社団法人 全国旅行業協会
会　長  二階　俊博氏
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　新年明けましておめでとうございま
す。
　平成 30 年の新春を気分も新たにお
迎えのことと存じます。心よりお慶び
を申し上げます。
　ＯＡＴＡ組合員の皆様、関係機関の
皆様には、私たちＯＡＴＡ連絡協議会

会員をお引き立ていただき厚くお礼申
し上げます。
　昨年は 7 月に九州北部の豪雨とシ
ーズン最中の 10 月には台風に見舞わ
れ、甚大な被害が生じました。被災さ
れた皆様には心よりお見舞い申し上げ
ます。また、一日も早い復旧、復興を

お祈り申し上げます。
　さて、旅行業界では、依然としてイ
ンバウンドは好調で、邦人の海外旅行
者数も復調傾向にありますが、国内旅
行は伸び悩み、低調に推移しているよ
うに思われます。
　このような状況の中、ＯＡＴＡ徳原
理事長のお力添えを得まして、協同組
合全旅九州・沖縄の傘下会員の皆様に
門戸を開くことができましたことは、
ＯＡＴＡ連絡協議会としまして、将来

に向け、希望と勇気を与えていただい
たものと深く感謝いたしております。
　私たちＯＡＴＡ連絡協議会会員は、
今後もＯＡＴＡ組合員の増強、安心安
全のＯＡＴＡクーポンの増売に協力
し、またその他事業にかかる応援、協
力を惜しまず車の両輪のごとく連携し
てまいります。
　終りに、ＯＡＴＡ組合員の皆様、Ｏ
ＡＴＡ連絡協議会会員の皆様並びに関
係機関の皆様のご発展とご健勝を心よ
りお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさ
せていただきます。

　新年明けましておめでとうございま
す。
　平成30年の新春を迎えるにあたり、
中小企業関係者の皆様に謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます。
　わが国経済は、輸出の回復や公共投
資の増加、インバウンド需要などによ
り、緩やかな回復基調にあるといわれ
ていますが、多くの中小企業は、その
実感を得られないまま、深刻な人手不
足や円滑な事業承継、生産性の向上な
ど、数多くの経営課題を抱え、対応に
苦慮しています。
　このようななか、中小企業が内外で

直面する困難な課題を乗り越え、我が
国経済の好循環の実現に寄与するため
には、自らの事業環境の変化に機敏に
対応し、生産性の向上と収益力の強化
を図り経営基盤を強化するとともに、
中小企業組合をはじめとする連携組織
のネットワ—クを活用して経営資源の
相互補完や新事業・経営革新等を積極
的に展開していくことが極めて重要で
あります。
　本会は、平成 23 年度から大阪府の
補助金が全廃され、厳しい財政状況が
続いておりますが、共済事業収入等の
自主財源の確保に努めながら、連携組

織を通じて中小企業の生産性向上の底
上げと本業の稼ぐ力の強化に向け、き
め細かな支援活動を実施してまいりた
いと存じます。
　具体的には、中小企業組合の現状と
直面する課題等の認識をさらに深め、
組合のビジョン・事業計画づくりや事
業活性化、課題解決のための教育情報
事業等への支援に取り組むとともに、
組合の設立や管理、運営上の相談支援、
セミナーの実施や多様な中小企業グル
ープが行う新技術・新製品の開発や新
サービス等の創出への取り組みにも全
力で支援してまいります。
　併せて、連携組織をサポートする当
会指導員の一人ひとりが現場の観察・
課題発見力を高め、コーディネート力、
情報提供、提案力を発揮できるよう資

質、能力の向上を図ってまいります。
　また、『ものづくり補助事業』の地
域事務局として引き続き役割を果たす
とともに、これまで採択しました延べ
5,090 件の企業の補助事業の本格化に
向けた販路開拓等フォローアップ事業
にも取り組んでまいります。これらの
事業効果が回りまわって大阪経済全体
に大きな波及効果をもたらしてくれる
ことを強く望むところです。
　皆様におかれましては、新年にあた
り決意を新たにされ、我が国経済社会
の発展と中小企業の振興のため、ご精
進いただくことをご期待申し上げま
す。
　結びにあたりまして、本年が皆様に
とりまして大きな飛躍の年となります
よう、心からお祈り申し上げまして、
年頭のご挨拶といたします。

年頭のごあいさつ

車の両輪のごとくOATAと連携

中小企業の生産性向上促す
大阪府中小企業団体中央会
会　長  尾池　良行氏

OATA連絡協議会
会　長  安藤  元量氏
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　12 月 13 日㈬に支部会終了後、一
路白浜温泉へ！
　白良浜に一番近く、海が間近に迫る
開放的な露天風呂（2016 年 7 月リニ
ューアル）された白良荘グランドホテ
ルへ行ってまいりました。白浜随一を
誇るオーシャンビューとともに、黒潮
の恵みを活かした冬の食材を贅沢に使
用した冬のお料理を美味しくいただき
ました。なにより会員同士の和やかな
親睦のひとときを過ごすことができま
した。

　8 月 10 日㈭、恒例の支部長会主催
レクリエーションが大阪城公園にて開
催されました。
　暑い最中、大阪城ホール内でのアイ
スショー鑑賞とオープンしたばかりの
グルメゾーンということもあってか、
受付開始後まもなく、組合員と従業員
家族で満員御礼となりました（大人
62 名、子ども 28 名）。
　ロマンあふれる「ディズニー・オン・
アイス」を鑑賞後、ＪＯ−ＴＥＲＲＡ
ＣＥ内のカフェレストラン「ｇｏｏｄ 
ｓｐｏｏｎ」（貸切）において着席ス
タイルのブッフェ料理をお楽しみいた
だきました。夕食会の後半では、お子
様を対象に「お楽しみ抽選会」も開催
し盛り上がりました。

　たくさんのご参加をいただき、本当
にありがとうございました。　（池脇）

支部長会主催レクリエーション

ディズニー・アイスショーと夕食の集い

第３支部・忘年会

白浜温泉へ総勢32名参加

　ＯＡＴＡとＯＡＴＡ連絡協議会は 9
月 25 日㈪、全旅九州沖縄（徳永雅典
理事長）および全旅九州沖縄の受入協
力会九沖会（檜田征比己会長）との交
流会を行いました。
　交流会は、ＯＡＴＡ連絡協議会の事
業拡大を目的にＯＡＴＡと全旅九州沖
縄が 2016 年に提携したことを受け初
めて開催したものです。具体的には、
全旅九州沖縄に加盟する旅行会社がＯ
ＡＴＡ連絡協議会会員の案内所を通し
て現地手配を行うことで、九州の旅行
会社の販路拡大とＯＡＴＡ連絡協議会
の手配増につなげようというねらいで
す。九州側から徳永理事長、檜田会長
も出席されました。
　徳原理事長は交流会で「協同組合の
あり方を話し合う中で九州と大阪が協

 ▪ OATAクーポン新規協定契約先    　　　　                      平成29年12月10日現在

▪船車券
和歌山県 和歌山市 06098601 野鉄観光株式会社

大阪府 八尾市 06098701 光輝観光バス株式会社

▪観光券
兵庫県 神戸市 06794001 四川菜館

  ▪ 組合員動向                                        平成29年12月10日現在

▪新規組合員
コード 組合員名 代表者／所在地／TEL・FAX／登録番号 支部

447 スリーカントリートラベル

 代表者　加藤　三国 4
 〒582ｰ0025　柏原市国分西2ｰ3ｰ5
 TEL．072ｰ931ｰ9210　FAX．072ｰ975ｰ1192
 大阪府知事登録旅行業 第3ｰ900号

448 ㈱旅の匠

 代表取締役　白坂　良亘 3
 〒530ｰ0041　大阪市北区天神橋3ｰ6ｰ15
 TEL．06ｰ6355ｰ0031　FAX．06ｰ6355ｰ0032
 大阪府知事登録旅行業 第3ｰ2915号

▪組合員異動
コード 組合員名 項　　　　目 支部

426 ㈱2933くまとり旅行センター
所在地変更 4
〒590ｰ0403 泉南郡熊取町大久保中1ｰ1ｰ9
TEL・FAX　変更なし

400 ＪＵ観光（同）
代表者変更 3
前代表者　岡本　　一
新代表者　近藤　　環

▪組合員脱退
コード 組合員名 代  表  者 支部
322 コスモ観光サービス㈱ 小西　　昭 4
395 ㈱太陽旅行 福田　経三 4

　現地支配人、料理長、スタッフさま、
中央交通さまご協力いただきありがと
うございました。　　　　　　（大坪）

ＯＡＴＡ、ＯＡＴＡ連絡協と全旅九州沖縄、九沖会

相互交流を促進し、事業拡大を目指す

力関係を構築し、組合員のための事業
を行うことで合意した中で交流会を開
催する運びとなった」と報告。
　ＯＡＴＡ連絡協議会の安藤会長は

「この連携がより進むことを願ってい
る」と期待感を示しました。
　最初の取り組みとして全旅九州沖縄
の傘下会員にＯＡＴＡ連絡協議会会員
を掲載したファイルを送付したほか、
今後も相互交流を深めてともに発展し
ていくこととしています。
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　ＯＡＴＡ連絡協議会主催で恒例の日
帰り研修旅行が 10 月 26 日㈭に実施
されました。
　今回はＯＡＴＡ組合員 17 社 22 名、

御在所ロープウエイと関宿を訪ねる

連絡協議会コーナー

　9 月 19 日㈫、大旅協会議室におき
ましてＯＡＴＡ連絡協議会の役員会が
開催されました。
　安藤会長から日ごろの協力に対する
お礼の挨拶があり、服部副会長兼総務
部長の司会進行のもと中間報告が行わ
れました。夏のビアパーティーについ
ては合田支部長から、会計については
藤田会計部長から報告がありました。
その後、今年度の日帰り研修の検討を
行い、10 月に御在所ロープウエイと
関宿に行くことが決定し、打ち合わせ
を行いました。

役員会を開催

　本年度もＯＡＴＡニュース（連絡協
議会欄）では各地の新しい情報発信の

 ▪ 編集後記

場を設けています。どしどし応募くだ
さい。　　　　　（広報部・谷口　昇）

地、関宿へ。昔ながらの町並みを見学
しました。一路大阪に戻り無事、日帰

り研修旅行が終了。日常業務が多忙の
中、やすらぎの一日となりました。

ＯＡＴＡ連絡協議会 29 社 32 名、事
務局 2 名の総勢 56 名に参加いただ
き、梅田発と難波発に分かれてバス 2
台に分乗しました。梅田発は合田支部
長、難波発は池田研修部長から今回の
説明を受け、草津パーキングエリアで
2 台が合流し一路、三重県の御在所に
向かいました。バスの中では各参加者
が情報交換しながら御在所ロープウエ
イ乗り場に到着しました。
　御在所ロープウエイは全長 2161
㍍、10 人乗りのゴンドラに分乗し日
本一高い 6 号鉄塔を通過して所要時
間 12 分間の心地よい遊覧で山上公園
駅に到着。山頂の朝陽台広場の展望台
でひと時を過ごし、再びロープウエイ
で下山しました。紅葉がはじまりかけ
た素晴らしい景色を参加者は堪能され
ました。昼食は、湯の山温泉湯元グリー
ンホテルにてホテル名物の会席料理を
いただきながら、組合員と連絡協議会
会員との情報交換を行い有意義な場と
なりました。
　昼食後、バスに揺られて最後の研修

日帰り研修旅行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▪ 告　知　欄 ▪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017年12月 現在

大 阪 リーガロイヤルホテル大阪 58室増え1042室に。大阪市内最大。平成30年3月中旬完成予定。

鳥 取 皆生グランドホテル天水 グランドパレスのリニューアル工事に伴い、1月16日にオープン予定。収容500名

※お断り：提供いただいた原稿を広報部で一部編集している場合がございます。

総勢56名が参加 御在所山上公園で記念撮影
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OATA 組合員 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 　2018 年 掲載は各支部コード番号順です

アスナロトラベルエージェンシー㈲

㈱ＪＣプラン

㈱日本マックスケア
日本サニーツーリスト

㈱博文舎

（同）ALTOUR JAPAN

㈱ラサンテインターナショナル

㈱いすゞ 旅行

摂陽観光

フジツーリスト

大和ツーリスト

㈱浪速観光社

㈱西日本トラベルサービス

大阪暁観光

協和トラベル

三井トラベルサービス

㈱ジャパンライフトラベル

㈱照南トラベルサービス

㈲平和観光サービス

㈱歓喜旅行サービス

大東トラベル

㈱ワイワイトラベル

大力観光㈱

平和旅行社

㈱新空港サービスエージェンシー
ユニオンツアーズ

新関西トラベルサービス

㈱さくらトラベル

㈱ナイスツーリスト

㈱アジア航空サービス

トラベルタウン大阪

トラベルベストパートナー

りんくうトラベル

㈱トラベルウェーヴ関西

㈱はんなんトラベル

トーヨートラベル㈱

パインツーリスト

㈱新日本旅行

㈱リードトラスト

㈱2933くまとり旅行センター

㈲淡路島旅行センター 大阪営業所

㈲プライムツアー

㈱アクアエンタープライズ
アクアバケーション

スリーカントリートラベル

㈱阪南交通社

喜楽観光案内所

コスモス観光社

㈱北港ツーリスト

日本トラベルサービス㈱

㈱高槻旅行サービス

㈱平和観光

㈱扶桑ツーリスト

㈲トラベル北大阪

朝日旅行サービス

㈱中央国際旅行

㈲ツーリストアルファ大阪

㈱都トラベルサービス

㈱西日本旅行

三協マネジメント㈱
南海コスモツアーシステム

日本ツーリスト

ＣＩＣ ＴＯＵＲＳ㈱

㈲スイートトラベル

日昇観光

北港観光バス㈱ ツアーズ北港

㈱ドリームステージ

㈱アカデミートラベル

ワールド・ツアー・サービス

㈱大阪ガイドセンター

㈱８８観光

ＪＵ観光（同）

㈱ジェイ・エイチ・アールツアーズ

㈱フラウ・インターナショナル

㈱トラベルギャラリー

㈱ワールドツーリスト

㈱たびぱる

㈱エキスパート

㈱ビーウェーブ

トラベル・オーダー㈱

㈱マアト

コネクトワールド㈱

㈱TEAM TRAVEL KURAMOTO

㈱旅の匠

田中観光センター

南大阪観光社

㈱大喜ツーリストサービス

㈱旅えのぐ

エクセルワールドツアー㈱

大阪大栄旅行

㈱商都観光交通社

㈱ｅ-旅行

ワールドツアーシステム㈱

ＭＴ ＴＯＵＲＳ

Y's トラベル㈱

アクロスツアーズ

㈱中央交通トラベルクラブ

㈱伏見ツーリスト

㈱ジェット観光

日本旅行企画㈱

㈱大阪国際旅行

㈱アベノ観光

㈱トラベルジャパン

㈱阪神観光開発

ニュートラベルサービス㈱

㈱カンゲキトラベル

㈱ニューワールドツーリスト

㈱センターツーリスト

日本レジャー観光㈱

国際トラベルオーサカ

㈱日本案内通信ニチアントラベル

㈱メルヘン

▶大阪市西区　☎050ｰ5840ｰ5070

▶大阪市東成区　☎06ｰ6971ｰ3826

▶大阪市旭区　☎06ｰ6953ｰ3086

▶大阪市東淀川区　☎06ｰ6329ｰ4416

▶大阪市福島区　☎06ｰ6454ｰ0883

▶高槻市　☎072ｰ682ｰ1827

▶大阪市城東区　☎06ｰ6931ｰ0051

▶大阪市都島区　☎06ｰ6924ｰ3251

▶箕面市　☎072ｰ723ｰ6222

▶吹田市　☎06ｰ6878ｰ4114

▶大阪市東成区　☎06ｰ6974ｰ3535

▶大阪市旭区　☎06ｰ6953ｰ7878

▶大阪市西区　☎06ｰ6445ｰ7371

▶茨木市　☎072ｰ627ｰ0311

▶大阪市西区　☎06ｰ6534ｰ2500

▶大阪市西区　☎06ｰ6581ｰ3261

▶大阪市西区　☎06ｰ6534ｰ8276

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6838ｰ3215

▶大阪市東成区　☎06ｰ6977ｰ6100

▶大阪市旭区　☎06ｰ6922ｰ2541

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6398ｰ7317

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6303ｰ3538

▶大阪市西区　☎06ｰ6543ｰ3055

▶大阪市都島区　☎06ｰ6357ｰ5600

▶茨木市　☎072ｰ646ｰ9110

▶大阪市東淀川区　☎06ｰ6195ｰ9056

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6476ｰ7440

▶大阪市東淀川区　☎06ｰ6328ｰ6331

▶枚方市　☎072ｰ844ｰ5101

▶大阪市東住吉区　☎06ｰ6702ｰ8754

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6672ｰ0560

▶大阪市住吉区　☎06ｰ6671ｰ5900

▶大阪市阿倍野区　☎06ｰ6653ｰ4111

▶門真市　☎06ｰ6900ｰ5060

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6671ｰ8881

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6683ｰ2246

▶大阪市東住吉区　☎06ｰ6704ｰ9080

▶大阪市住吉区　☎06ｰ6699ｰ9321

▶大東市　☎072ｰ863ｰ3380

▶八尾市　☎072ｰ941ｰ5522

▶大阪市住吉区　☎06ｰ6691ｰ0088

▶大東市　☎072ｰ875ｰ0369

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6226ｰ8939

▶大阪市生野区　☎06ｰ4306ｰ8810

▶大阪市生野区　☎06ｰ6757ｰ9085

▶寝屋川市　☎072ｰ839ｰ3336

▶大阪市阿倍野区　☎06ｰ6626ｰ2662

▶四条畷市　☎072ｰ876ｰ6455

▶東大阪市　☎072ｰ961ｰ1100

▶大阪市平野区　☎06ｰ6790ｰ6660

▶大阪市浪速区　☎06ｰ6649ｰ0118

▶大阪市中央区　☎06ｰ6231ｰ2031

▶大阪市天王寺区　☎06ｰ6773ｰ2135

▶大阪市浪速区　☎06ｰ6644ｰ1131

▶大阪市中央区　☎06ｰ6281ｰ0250

▶大阪市天王寺区　☎06ｰ6761ｰ4715

▶大阪市北区　☎06ｰ6374ｰ0431

▶大阪市天王寺区　☎06ｰ6776ｰ0181

▶大阪市中央区　☎06ｰ6222ｰ1717

▶大阪市中央区　☎06ｰ6966ｰ0666

▶大阪市北区　☎06ｰ6353ｰ4141

▶大阪市北区　☎06ｰ6354ｰ9131

▶大阪市北区　☎06ｰ6312ｰ1731

▶大阪市北区　☎06ｰ6375ｰ4620

▶大阪市北区　☎06ｰ6344ｰ3077

▶大阪市北区　☎06ｰ6376ｰ0508

▶大阪市中央区　☎06ｰ6763ｰ2556

▶大阪市北区　☎06ｰ6311ｰ1563

▶大阪市北区　☎06ｰ6311ｰ8814

▶大阪市北区　☎06ｰ6360ｰ7291

▶大阪市北区　☎06ｰ6316ｰ6521

▶大阪市中央区　☎06ｰ4791ｰ2400

▶大阪市北区　☎06ｰ6456ｰ4881

▶大阪市中央区　☎06ｰ4708ｰ4520

▶大阪市北区　☎06ｰ6374ｰ8600

▶大阪市中央区　☎06ｰ6267ｰ5257

▶大阪市浪速区　☎06ｰ6630ｰ7878

▶大阪市北区　☎06ｰ6351ｰ9656

▶大阪市北区　☎06ｰ6459ｰ7309

▶大阪市中央区　☎06ｰ4708ｰ5443

▶大阪市中央区　☎06ｰ6245ｰ0878

▶大阪市北区　☎06ｰ6355ｰ0031

▶和泉市　☎0725ｰ53ｰ1190

▶岸和田市　☎072ｰ422ｰ3351

▶藤井寺市　☎072ｰ938ｰ5648

▶泉佐野市　☎072ｰ466ｰ0545

▶泉大津市　☎0725ｰ45ｰ1111

▶阪南市　☎072ｰ473ｰ0700

▶堺市堺区　☎072ｰ232ｰ0271

▶貝塚市　☎072ｰ447ｰ1186

▶和泉市　☎0725ｰ44ｰ5363

▶堺市北区　☎072ｰ240ｰ5600

▶和泉市　☎0725ｰ45ｰ5123

▶岸和田市　☎072ｰ432ｰ8989

▶泉南郡熊取町　☎072ｰ453ｰ7428

▶和泉市　☎0725ｰ40ｰ3370

▶泉佐野市　☎072ｰ458ｰ1200

▶岸和田市　☎072ｰ493ｰ1200

▶阪南市　☎072ｰ470ｰ6660

▶岸和田市　☎072ｰ429ｰ2260

▶堺市堺区　☎072ｰ254ｰ1020

▶岸和田市　☎072ｰ439ｰ6234

▶泉南郡熊取町　☎072ｰ415ｰ3351

▶泉南郡熊取町　☎072ｰ453ｰ5812

▶堺市北区　☎072ｰ254ｰ1018

▶堺市中区　☎072ｰ281ｰ3322

▶岸和田市　☎072ｰ436ｰ9050

▶柏原市　☎072ｰ931ｰ9210

代 表 者

代表取締役

代表取締役

代 表 社 員

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代 表 者

代 表 者

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代 表 者

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代 表 者

代表取締役

代 表 者

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代 表 者

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代 表 社 員

代表取締役

代表取締役

代 表 者

代 表 者

代 表 者
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代 表 者

田 口 美 千 代

南 　 睦 雄

松 尾 眞 知 子

堤 　 次 郎

渋 田 　 尚

二 輪 泰 寛

坂 口 郁 夫

牧 岡 直 樹

西 岡 忠 弘

角 家 　 篤

片 山 茂 男

堀 内 宏 昭

松 下 安 利

中 橋 仁 史

神 野 政 彦

山 本 　 功

富 田 泰 行

長 村 義 嗣

松 山 紀 之

加 藤 三 国

鈴 木 隆 利

大 平 喜 美 子

吉 村 治 朗

近 藤 　 環

加 藤 紀 美 子

金 沢 榮 美

山 本 康 広

林 　 章

三 好 弘 之

田 中 忠 和

笹 井 建 次 郎

大 坪 利 章

檜 田 昭 治

若 林 孝 男

蔵 本 倫 大

白 坂 良 亘

田 中 久 子

山 﨑 厚 子

粟 野 典 秀

奥 村 　 亮

中 藤 安 久

前 田 栄 次

畑 口 賢 哉

日 比 か ず 子

瀧 本 伸 幸

福 島 　 優

岡 本 豊 一 郎

東 田 　 正

原 郷 文 美

内 田 正 人

三 好 三 郎

日 笠 康 夫

森 本 宏 一

山 形 　 正

衣 川 賢 一

中 西 一 博

清 水 康 市

箸 尾 茂 男

新 田 　 尚

瓢 　 哲 生

西 田 三 郎

坂 本 和 也

津 田 佳 房

竹 村 佳 子

三 野 正 男

暮 部 修 司

中 川 惠 市

高 桑 　 勝

松 尾 喜 永

高 橋 淳 史

大 野 康 至

薦 田 　 光

田 中 茂 男

山 根 全 勝

徳 原 昌 株

村 田 加 代 子

藤 田 　 武

井 阪 康 男

眞 島 右 文

池 脇 一 夫

小 林 富 久

瀨 藤 た み 子

上 田 　 明

馬 部 和 夫

前 野 真 吾

湯 村 大 介

横 岩 俊 胤

野 村 　 艶

早 栗 義 文

波 多 野 博 文

岩 間 俊 之

山 野 一 義

中 山 雅 博

藤 原 雅 彦

藤 本 　 謙

山 口 弘 祐

北 嶋 冨 士 雄

永 野 末 光

楠 井 保 次

西 谷 日 天

三 井 正 次

藤 方 義 勝

笠 舞 紀 伴

田 中 英 夫

吉 村 　 実

西 村 　 清

吉 岡 紘 一

田 原 　 明
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